
ココから始める大学改革

　かつて大学のブランドと言えば、伝統と偏差値でした。創設者か
ら綿 と々受け継がれた校風が憧れになり得ましたし、1990年代半
ばまでは、「偏差値が高いほどいい大学。いい大学に入ればいい
会社に入れる」という直線的なキャリアルートに疑いを持つ人は少
数派でした。2000年前後に大学生の就職事情が悪化すると、大
学は就職予備校化していきます。学ぶ場所というよりも将来を保
証する場所として捉えられるようになり、資格取得に代表される目
に見えるメリット、いわゆる「実学」が訴求されるようになりました。
医療系、福祉系など、トレンドに乗った学部新設も相次ぎました。
　しかし学部を増やし、定員枠を広げていくことは教育の本分では
ありません。社会がしびれを切らす形で、2010年ごろから教育改
革の流れが始まりました。このころになると高校生は「入学後に何
がしたいか」、大学は「どんな学生が欲しいか」を基準に、互いに
マッチングを行うようになります。私たちはこの風潮を「Ｍｙブランド
の時代」と呼んでいます。

　Ｍｙブランドの時代の高校生は、常に「未来」を見ています。
SDGsなどの社会課題への関心が高く、それを題材にした課題解
決型学習の質が、学生募集に影響を与えます。高校で見つけ、取
り組んだ課題をもっと深められる大学を、彼らは探しています。

　日常的にポートフォリオを運用している高校も、もはや珍しくあり
ません。「先輩の話を聞いて、大学は社会で発揮できる力を磨く場
所だと感じた」「中東紛争について学び、１人でも多くの子どもを救
いたいと思った」といった、自身の経験を将来に生かしたいという声
が、全国の生徒から上がっています。

　一方の大学は、高校生に何を伝えているでしょうか。歴史や伝
統、資格取得実績。これらは「過去」の話です。学部・学科のバラ
エティの豊かさや就職に対する手厚いサポート。これらは「現在」の
話です。「未来」を見ている高校生に対して、果たして「過去」「現
在」の話ばかりでよいのかどうか。
　内容だけではありません。春に大学案内を配り、夏にオープン
キャンパスを、秋に推薦・ＡＯ入試を、冬に一般入試を告知する。高
校生の進路検討時期は10年前と比べて半年以上早まっているの
に、高校３年生の夏をヤマ場にした告知があふれています。多くの
大学の広報は、自分たちが言いたいことを好きなタイミングで発信
していて、受け手視点に立ててはいないのではないでしょうか。
　彼らが知りたいと思う時期に、「未来」のビジョンを語らなければ、
高校生の心は動かないでしょう。きっとこんな未来になる、こんな課
題が現れる。だから、私たちと一緒に解決しませんか。そんなメッ
セージを高校１、２年生に投げかけることが、Myブランドの形成には
必要です。動き出すなら、なるべく早く。こうしている間にも高校生
は未来に向けて学んでいるのですから。

昭和は「偏差値」、平成は「実学」
令和に響く大学ブランドとは？
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